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幅岡縣小倉市手尾台北東部石友岩鉱床調査報告

奥　　1海 靖簡　　井　上　　秀　雄鼎

　　　　　　　　　　　R6sum6

Limestone　Deposit　at’Nor伍・easter皿Part　of　Hiraoαai，

　　　　　　　　Fukuoka　Prefecture

ノ by

Yasushi　Okumi　and　Hide61nohe

　　　1．　The　writers　surveyed　the　limestone　deposit，at　North－eastern、part　of　Hiraodai，

10km　east　of　Kokura　city．

　　　2．　The　district　consists　of　the　PaIaeo70ic　quartz－biotite　schist，called　“green

rock”，．homblend』biotite　granite　and　oplitic　rocks，the　latter　two　intruded　into　them．

　　　3．　The　limestone　deposit　is　bedded　on　a　large　scale，and　is　saccharoidal　in

texture　and　contains54％CaO　and1。2％MgO，in　average．
　　　4．Total　probable　ore　rもserve　amotmts　to　abouts240，000，000。

　　　　　　　　　　要　　約

　1）李尾台石友岩は小倉市の南方10kmのところに

ある。

　2）地質は古生暦の石英黒雲母片岩・角閃岩・石友岩・

珪質岩一緑色岩互暦およぴこれを貫く含角閃石黒雲母花

歯岩等より構成されている0

　3）鉱床は大規模な暦歌鉱床で，周囲の古生層と牢行
罎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塾
に胚胎している。

　4）鉱石は糖晶質石友岩で，その耶均品位はCaO・54

％，MgO1．2％で，推定鉱量2億4千万tである◎

　　　　　　　　　1．緒　　言

　昭和27年3月1日より7日間，幅岡縣小倉市李尾台北

東部の石次岩鉱床の調査を行つた。李尾台一嘗はもと陸

軍用地として使用され，現在は國有地として財務局の保

』管にか』り，1部開拓農地として使用されている。

　今回の調査面積は約5km2で，鉱量およびセメソト

用原石としての品質の調査を主目的とした。

　なお試料分析は産業セメソト鉄道株求会肚および豊國

セメント株式会赴に依頼した。記して謝意を表する。

　　　日豊線1　　徒歩　　　　　　徒渉
少倉駅一→行橋駅蕊椿市村幅丸r需季尾台

　　　　　　　　3．地形および地質

　李尾台一幣は標高400・》500mの台地をなし，石友岩

台地特有の「ヵノセスト」地形がよく発蓬している。西北方

は断崖ある滋・は急峻な斜面をなして，石原町一呼野のほ

・ぼ南北に細長く延びる李地に臨んでいる。東北方より南

方にかけては地貌必ずしも一様でなく，その構成岩石の

種類により，地形も著しく支配されている。

　当地域を構成する地質は，古生暦とその後に貫入した

花崩岩類およびこれに俘うも（Dと思われる牛花醐岩類よ

りなる。古生暦は地域内において見掛上次の如き暦序を

示している。

層 序

　　　　　　　　一2．位置および交逼

　　　　　　　ト
　調査区域は編岡縣小倉市李尾台の北東部に当る約5
』
k
m
2の範囲で（5万分の1地形図行橋，2万5千分の1

地形図苅田），，当地区に至るには次の径路が便利であるQ

　　　　　市電　　’　漆田線　　　徒歩
　小倉駅一→東小倉駆一→石原町漏李尾台

＊　仙台駐在員事務所

聯　鉱床部

角閃岩
㌧黒雲母石英片岩

石友岩
珪質岩および緑色岩の互層

九大松本氏による1）

本山田川変成岩i願

本山田川変成岩類

秋吉手尾層群

秋父累暦群・

古生層は一般に走向N30’》600E，傾斜70パ909NW

で昂る。珪質岩・緑色岩の互暦と石次岩ば断暦嗜よつて

接するように思われるg前者の：走向嫡N5q～700Eで

あるが傾斜は変化に富んでいて一定していない。，

　3．1古生暦
　3．1．1珪質岩一緑色岩互暦

1）松本達郎＝北九州，西中國のi基盤地質構造既説　（九大理學部砺究

報告．地質學之部3雀2號）
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・地質調査所丹報（第／4雀・第3号）・

／11

へ

　詳しく観察し得なかつたが珪質岩はチャート事よび珪

　’岩で・線色岩は輝緑凝茨岩檬の岩石タりなり・千枚岩お

　よびレンズ状石次岩を爽有し，区域の北西部に分布す．

　るo
　・3．1．2石次岩
　後記鉱床4）項で記述するQ

　3．1．3黒雲母・石英片岩類

　区域の南側斜面にかなう大規模な分布を示す（地質図

　外）。

　、岩質に相当の変化があり，石英に富みその再結晶が明

　らかに認められるもの，黒雲母に富み・石英と黒雲母の

・部分が明らかに片理を示すもの，ほとんど黒雲母のみよ

　りなり明らかな片理を示さないもの等で多くのものは嚴・

　密な結晶片岩と称すべきものではない。

　・391．4角肉岩
　角閃岩は当地区の東牛部に発達する石茨岩の中および

　石次岩と花崩岩との接触部に存在し，時に花嵩岩中に捕

、　獲岩として認めら抑ることもある。全体として濃緑色を・

　呈する角閃石の集合よりなり，石友岩中のものは多量の

　’長石を含み・その境界附近嗜は珪茨石が生成されている。

　接触部にあるものは珪質細粒のものが多く透輝石（？）等

　を生じている。

　3．2火成岩
　3・2・1含角閃石黒雲母花嵩岩

　当地区の東部に広く分布していて，粗粒および中粒の

　2種があり（地質図では区別していない），中粒のものば

　中峠附近および青竜窟山体に分布し，粗粒のものに比し

　やや有色鉱物に富む。

　本岩中に小規模に賦存している石友岩および角閃岩ほ
　し》ずれも捕獲i岩である。

　3．2．2　孚花崩岩類

　本岩類は古生暦と花崩岩どの接触部附近に分布し，規

　模には大小の別があるが，いずれも岩脈あるいは岩床を

　なして発達レている。部分的にはペグマタイトと称すべ

　きものもあるが，便宜上牛花嵩岩として」括したQ時に

・石英脈のみに移化する場合もある。　一

4．鉱床および鉱石

・石友岩の暦理は木明であるが。隣接する黒雲母石英片

岩等の構造より推測すれば，走向N600E，傾斜70～

900NWと考えられる◎その規模は幅約1．5km，走向

延長約6km弱（調査範囲はその北束部の約1．5kmの

範囲である）。標高350mから最高標高570m間に分

布する。地域内において∫花嵩岩との接触部附近には多一

くの牛花嵩岩類の小規模な岩脈・岩床の貫入しているの

　が見られる。また東部においては石友岩中に角閃岩様の

線色岩石が介在している。、

　石次岩はいわゆる糖晶質石友岩で，通常径，2～3mm

　の方解石の集合よりなり，青竜窟附近の火成岩に近い部　　・

　分では2・》3℃mの結晶の集合からなつているρ色は一

　般に透萌度のある白色または乳白色である魁当地区南・

　部すなわち古生麿に近接する部分では，友色～暗次色の

　部を墨灘伏に混えることがある。

　なお地域の北西部には，所々に小規模な苦土質石次岩

　・（MgO4．32％）が不規則小脈状をなして認められるgそ

　の規模はいずれも脹幅10cm以下で点在するに過ぎず，

　全体からみれば極めて少量に過ぎない。

　分析試料は200m方眼の各交点において採取したも

　ので，その化学分析の結果は第1表の通りである◎

。　分析の結果各位置においで著しい成分の変化は認めら

　れないが，当地区の北西部で古生暦に近い部分ではMgO

　1剛2％程度のものが多くなつている。

5．鉱量・（第2図参照）

　鉱量計算はAおよびB地区に区分して行い，A地区に

郭いては標高460m以上，B地区に灘いては400m以

上の部分だけを計算の対象とした。

　ただし石友岩の比重を2．7と見倣し探取安全率を70％

、と仮定した。、

A）地区
標高460m以上（表土の手均厚2mとす）

鉱量＝60．587，000t

B）地区
　標高400m『以上（表土の李均厚3mとす）

　鉱量＝・179，062，000t

当地区の東孚部においては，石次岩中に火成岩等の貫

入が多く稼行の対象としで不適当と思われるので，鉱量

計算から除外したQ

　　㍉
　　　　　・6．結　語
　当地区の石友岩は秋吉李尾暦群に属するもので李尾台

地を構成しているト。今回の調査はその東北部の1部につ

いて行い，鉱量の算出，品位の決定が主目的であつたが，

．品位別の鉱量計算を行うには至らなかつた。レかしなが

らセメソト用原石、としてはMgO2％以下のものが圧倒

的に多い。なお，当地区の北西部め極く1部にMgO

4．0％程度を示すものが認められるが・ごれは全体とし

’て極く少量であるためセメント原石採掘にはなんらの支

障をも生じない◎鉱量は推定可採鉱量として計約2億4・「

千万tを算定し得た。これを要するに当地区の石友岩は

一
6
6
r
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幅岡縣小倉市亭尾台北東部石友岩鉱床調査報告　（奥海　靖・井上秀雄）

鉱量および品位の点についてはなんらの欠点を有してい

ないが地理的條件があまりよくないので，鉱石の搬出に

　　　　ノ

第1表

関して相当の設備を要するものと思われる。

　　　　　　　　　　’　　　（昭和27年3月調査）

石友岩分析成績表（1952．3．14）

　　　　　　　　　　　産業セメント鉄道株式会肚研究室分析

試料番号　　　Sio2

　　　1・
　　　（2）

、　　　　3

　　　4

　　　5
　　　（6）

　　　7

　　　8

　　　9

　　　10

　　　11
　　　（12）

　　　13

　　　14

　　　15

　　　16

　　　17

　　　18

　　（19）

　　　20

　　　21

　　　22

　　　23

　　　24

　　　25

　　　26

　　　27

　　　28

　　　29

　　　30

　　　31

　　　32

　　　33

　　（34）

　　　35

　　　36

　　　37

　　　38

　　　39

　　　40

　　　41

1．76

0．32

o・曼2

0．42

0．40

0．22

0．24

1．06

1．24

R203

0．54

0．10

0．12

0．16

0．10

0．24

tr

0．22

0．30

CaO

52．00

56．00

54．10

55。50

55．95

54．30

55・6q

53．90

56．00

55．90

54．60

52．95

駈90

1．96

1．34

0．74

0．84

1．75

3

0149．

1．44

Ig．10SS

43．19

43．49

43．31

43．68

43．71

43．47

43．81

42．95

43．47

Tota1

99．45

99．35

99．69

69．40

99。81

99．58

99。75

99．32P

99．40

CaCO3

95．60

ア
8
6
。 70

92．80

92．36

94．40

100．00

95．80

95．25

96．75

92．45

g5．25

94．95

96．75

97』40

98．20

99．91

95．60

97．00

95．45

95。40・

99．28

96。00

100．00

99．46

92．75

95．70

97．50

95．90

94．70

95．10

96．40

97．80

94．55

92．40

94．20

備 考

（2）試料紛失以下
（）印同じ
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試料番号　　　Sio2

　　42

　　43
　　44
　　（45）

　　46
　　47
　　48
　　（49）

　　50
　　51
　　52
　　53

　　54
、　（55）

　　56

　　57

0．40

0．32

R2〈）3

0。12

0．04

CaO

54．60

56．00

56．00

50．90

’MgO

0．94

4．32

Ig．10SS

43．58

43．90

Tota1

99．64

99，48

CaCO3

95．60

97．50

97．10・

100．00

96．40

100．00

93．65

95」0
93．06

94．95

96．30

97．00

90し89

備 考

石友中をこノ」、脈1伏とし

て発達するもの・

・68一（214〉




